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 事務事業評価については、ＰＤＣＡサイクルにより、総合計画実施計画に計上した計画

（Plan）事務事業について、平成２２年度の実施（Do）の実績を元に評価（Check）し、平成

２４年度以降の事業改革（Action）に生かそうとするものです。 

 

Ⅰ 事務事業評価（行政評価）を実施する目的・効果 

・コスト意識、目的・成果志向への意識改革 ⇒ 事務事業の改革や改善を進めます。  

事務事業の優先順位を考えます。 

・第１次富岡市総合計画の進行管理 ⇒ 効率的な行政運営を行います。 

Ⅱ 評価対象事業 

  ・第１次総合計画実施計画（前期分）に登載されている事務事業 

・新たに第１次総合計画実施計画に登載する必要のある事務事業 

  ・今年度評価対象事業：２１６事務事業（事後評価：２０６事務事業） 

Ⅲ 評価方法 

 ■１次評価 

   事務事業担当課が、平成２２年度実施事業の活動や成果の目標達成状況などから事務事業 

の妥当性、必要性、有効性、効率性、公平性の５項目について、担当者自らが事後評価を行 

いました。 

その結果などから、実施計画に登載している全ての事務事業について、現状のまま継 

続、見直しの上で継続、事業単位の見直し（統廃合）、休止・廃止等の今後の方向性を示 

しました。また、新たに実施計画に登載し、執行しなければならないと思われる新規事 

業については、事後評価の項目に従い事前評価を行いました。 

 ■２次評価 

    担当の１次評価を参考に、富岡市行政改革推進本部（市長等庁内幹部職員）で、事業 

仕分けを実施した９事務事業を除いた１９７事務事業について行政経営者としての視点から 

評価し、今後の方向性を示しました。 

   新規事業については、１次評価の結果をもとに、市行政全体から判断し、事業化する 

かどうかの方向性を示しました。 

Ⅳ 事後評価 

■今後の方向性                                                                                                     

方向性 事業数

現状のまま継続 104

見直しのうえで継続 77

事業単位の見直し 5

休止・廃止 10

新規事業 10

評価なし 1

合　　計 207
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総合計画の基本目標別に事業の方向性を分類した結果は次のとおりです。 

 「豊かな自然に囲まれた暮らしやすさを誇れるまち」の実現のため、平成２２年度は、 

８６事業が展開され、実施計画に計上している事業の４３．７％を占めています。 

 しかし、「市民とともに考えともに歩むまち」、「計画実現に向けての行政の取組み」は事業

数が少ない状況です。事業数が少ないために基本目標が達成できないことには直結しません

が、今後の行政運営で配慮していくべき点と考えられます。 

 

 

【総合計画の基本目標別】全１９７事業         ※事前評価（新規事業）含みません。 

 

◇豊な自然に囲まれた暮らしやすさを誇れるまち（生活環境） 

方向性 現状のまま継続 見直しの上で継続 事業単位の見直し 休止・廃止等 

事業数 ３６ ２３ ２ ５ 

 

 

◇富岡製糸場から広がる元気と活力にあふれるまち（経済産業） 

方向性 現状のまま継続 見直しの上で継続 事業単位の見直し 休止・廃止等 

事業数 １４ １７ １ ２ 

                              

    

◇地域を愛する心と歴史と文化を育むまち（教育文化） 

方向性 現状のまま継続 見直しの上で継続 事業単位の見直し 休止・廃止等 

事業数 １９ １６ ０ ３ 

 

 

◇人々が支え合い誰もがいきいき元気なまち（福祉） 

方向性 現状のまま継続 見直しの上で継続 事業単位の見直し 休止・廃止等 

事業数 ２７ １１ １ １ 

 

 

◇市民とともに考えともに歩むまち（市民参加） 

方向性 現状のまま継続 見直しの上で継続 事業単位の見直し 休止・廃止等 

事業数 ３ ５ １ ０ 

 

 

◇計画実現に向けての行政の取組み（行政経営） 

方向性 現状のまま継続 見直しの上で継続 事業単位の見直し 休止・廃止等 

事業数 ５ ５ ０ ０ 
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 平成２２年度事務事業の評価を行った結果、見直し等を行う主な事業、平成２４年度から

休止等する事業は、次のとおりです。 

 

◇見直し等を行う主な事務事業 

 ・防犯灯設置補助金：総務課 

 ・防犯灯維持管理補助金：総務課 

 ・ボランティアサポートセンター管理事業：市民課 

 ・市民協働仕組みづくり事業：市民課 

 ・観光協会負担金：観光課 

 ・工業団地造成事業：工業課 

 ・岡部温故館管理事業：美術博物館 

  

◇平成２４年度から休止等する主な事務事業 

・景観形成道路整備事業（まちづくり課）：休止中（平成２４年度再開） 

・かぶら健康センターかのさと運営事業（健康推進課）：廃止（平成２３年１０月から閉館） 

 ・丹生地区土地改良事業（県営事業負担金）（農政課）：事業完了（平成２３年度完了） 

 ・ふるさとの谷津田保全事業（環境課）：休止 

 ・バイオマス利活用推進事業（環境課）：休止 

 ・緑の基本計画策定業務（都市計画課）：休止 

 ・国土利用計画策定業務（都市計画課）：休止 

 ・小学校施設整備事業（教育総務課）：事業完了 

 ・小中学校教員用パソコン整備事業（学校教育課）：事業完了 

 ・トレーニング機器整備事業（スポーツ課）：事業完了 

 

Ⅴ 事前評価 

担当課から提出された１０事業について事前評価を行った結果、新たに実施計画に登載

し、平成２４年度から執行する予定の事務事業を決定しました。 

 

◇事業化  

・デジタル地形図修正業務（都市計画課）：デジタル地形図の修正 

・都市計画道路見直し調査業務（都市計画課）：都市計画道路見直しのため交通量等を分析 

・消防団第１分団詰所建替え事業（総務課）：第１分団詰所の建替え 

・防災ラジオ頒布事業（総務課）：迅速に正確な防災情報提供のため、希望者に頒布 

・宇田上寺田地区土地改良事業（農政課）：農用地集団化等のため道路、水路及び区画整備 

・富岡製糸場と妙義山の観光連携事業（観光課）：観光客向けの観光メニューを多様化 

・妙義山周辺環境整備事業（もみじの湯改修）（地域振興課）：風呂、厨房等の改修 

・出雲崎臨海学校整備事業（教育総務課）：臨海学校の耐震補強 

・生涯学習施設整備事業（生涯学習課）：生涯学習センター、公民館等の施設整備 

・新庁舎建設事業（企画政策課）：市民サービスの向上、堅牢で耐震性の高い市庁舎建設 


